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梅小路公園の朱雀の庭 平成に京都の造園力を結集して造営した庭園

（撮影／みどり政策推進室 2024年）2



未来に向けて
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本計画には、「京都に関わるすべてのみなさまと、

京都の魅力的なみどりを共有して、協力しながら一緒に

理念の実現に取り組んでいく計画にしたい」との思いを

込めています。

計画全体を通じては、硬い行政用語や専門的な用語は

できる限り使用せず、写真、図及び絵画を積極的かつ効果的に

使用することで、より多くのみなさまに興味や理解、共感を

持って読み進めていただけるような誌面を目指しました。
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・本計画は、都市緑地法に基づき策定する

京都市の「緑の基本計画」です。

・本計画では、漢字の「緑」ではなく、

ひらがなの「みどり」を使用しています。

この「みどり」という言葉には、物質的な「緑」に加えて、

多様な価値（幸福感や癒し等）を込めています。

・本計画のレイアウトや写真は、

みどりへの眼差しをより力強く発信するため、

市職員自ら手掛けたものです。

・本文に下線を付けた箇所は、関連サイトへの

リンクとなっています（デジタルブック形式に限ります）。

より詳しい情報を知りたいとき、クリックしてみてください。
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京都が目指すみどりの姿

「京都ならでは」「みどりならでは」の

理念を掲げます

第１章
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美しい山々と清らかな川に抱かれた都市、京都

みどり豊かな風景のなかで、

庭園文化に代表される独自の文化が育まれ、

人々のくらしとともに幾世代にもわたり紡がれてきた

まちとくらしを美しく彩るみどりを守り育て、

千年先の京都へと引き継いでいく

—— この思いを理念に込めて
東山の如意ヶ嶽（大文字山）から西を望む （撮影／みどり政策推進室 2018年）

元離宮二条城、京都御苑、吉田山、船岡山、雙ヶ岡（双ヶ岡）、京都府立植物園等が見える5
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京都のまちやくらしに息づく色々なみどり

その一つひとつの魅力を伝えます

第２章
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- 「自然のみどり」 ― 山、丘、竹林、草地

- 「営みのみどり」 ― 林業地、農地

- 「水辺のみどり」 ― 川、池、疏水

- 「身近なみどり」 ― 公園、街路樹、雨庭、校庭

- 「文化的なみどり」 ― 庭園、坪庭、社寺林、名木

- 「特徴的なみどり」 ― 植物園、御苑、御所、離宮、陵墓

- 「緑化のみどり」 ― 建物の緑化、敷地の緑化



京都盆地を囲む三山——東山、北山、西山

山並みの美しい眺めは、京都が誇る

山紫水明の風景であり、まちを包む壮大なみどり

歴史や文化に深く関わり、多くの生きもののすみかにもなる

山
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冬空のもと東山から望む西山と市街地、青く美しい山並み（撮影／みどり政策推進室 2024年）

さんざん ひがしやま きたやま にしやま
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